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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
薬
害
事
件
に
お
け
る
国
の
責
任
及
び
予
防
接
種
法
の
目
的
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
一
日
に
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
予
防
接
種
委
員
会
（
以
下

「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
報
告
し
た
「
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
生
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
等
に
つ
い
て
」
を
踏
ま

え
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
は
、
一
回
の

接
種
で
麻
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
及
び
風
し
ん
の
三
疾
病
に
つ
い
て
免
疫
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
被
接
種
者
の

肉
体
的
、
経
済
的
及
び
時
間
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
感
染
症
対
策
上
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と

等
か
ら
、
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
麻
し
ん
の
定
期
の
予
防
接
種
で
、

希
望
者
に
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
論
文
の
著
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
お
尋
ね
の
会
議
は
、
当
時
の
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
長
が
小
児
科
医

等
の
専
門
家
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
非
公
式
に
開
催
し
た
会
議
で
あ
り
、
当
該
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残

一



っ
て
お
ら
ず
、
御
指
摘
の
論
文
に
記
述
し
た
以
上
の
こ
と
は
記
憶
に
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
お
尋
ね
の
会
議
に
つ
い
て
把
握
で
き
る
資
料
等
が
な
い
た
め
、
当
該
会
議

の
「
性
格
」
及
び
「
位
置
づ
け
」
や
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
そ
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
が
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
御
指
摘
の
同
省
医
薬
食
品
局
総
務
課
医
薬
品
副
作
用
被
害
対
策
室

が
保
存
す
る
議
事
メ
モ
以
外
に
当
時
の
具
体
的
な
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料
が
な
く
、
当
該
議
事
メ
モ
の
記
述
か
ら
は
、
お

尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
の
（
ア
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
医
薬
品
副
作
用
被
害
対
策
室
が

保
存
す
る
平
成
三
年
三
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
の
議
事
メ
モ
に
記
述
さ
れ
た
内
容
と
は
一
致
し
な
い
が
、
当
該

議
事
メ
モ
に
は
、
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
は
開
催
当
時
非
公
表
だ
っ
た
旨
の
記
述
が
あ
り
、

二



（
二
）
に
つ
い
て
は
、
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
頻
度
が
七
百
分
の
一
で
あ
る
こ
と
は
非
公

表
だ
っ
た
旨
の
記
述
が
あ
り
、
（
三
）
に
つ
い
て
は
、
後
遺
症
例
に
関
連
し
て
仮
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
ど
の
よ
う

な
反
論
が
可
能
か
委
員
に
議
論
い
た
だ
い
た
旨
の
記
述
が
あ
る
。

四
の
（
イ
）
に
つ
い
て

貴
職
か
ら
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
な
さ
れ
た
資
料
要
求
に
関
す
る
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
明
確
に
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
資
料
は
、
貴
職
か
ら
の
資
料
要
求
が
な
さ
れ
た
当
時
、
委
員
会
を
担
当
し
て
い
た
部

局
で
は
な
く
他
の
部
局
が
保
存
し
て
お
り
、
そ
の
情
報
が
両
部
局
で
共
有
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
貴
職
か
ら
の
資
料
要

求
に
対
し
て
的
確
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
原
因
で
あ
り
、
「
隠
蔽
し
た
」
、
「
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て

い
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
御
指
摘
の
札
幌
市
に
お
け
る

二
次
感
染
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
は
、平
成
五
年
四
月
五
日
ま
で
に
は
旧
厚
生
省
が
把
握
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
的
に
い
つ
の
時
点
で
把
握
し
た
か
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
同
省
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接

三



種
後
の
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
頻
度
の
ほ
か
、
当
該
二
次
感
染
に
係
る
情
報
も
考
慮
し
て
、
同
月
二
十
七
日
に
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

五
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
の
医
師
の
届
出
義
務
や
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四

十
五
号
）
第
七
十
七
条
の
四
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
の
発
生
に
つ
い
て
の

医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
等
の
報
告
義
務
等
に
よ
り
、
予
防
接
種
に
起
因
す
る
二
次
感
染
に
係
る
情
報
を
予
防
接
種
の
安
全

対
策
に
活
用
す
る
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
」
（
平
成
二
十
二
年
七
月
七
日
）
」
の
（
一
）
及

び
（
二
）
の
「
誤
り
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
事
件
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
平
成
五
年
に
実
施
し
た
財
団
法
人
阪
大
微
生
物

四



研
究
会
（
以
下
「
阪
大
微
研
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
調
査
及
び
平
成
六
年
に
実
施
し
た
阪
大
微
研
に
対
す
る
行
政
処
分
に

関
す
る
資
料
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
件
に
関
す
る
訴
訟
に
お
け
る
同
省
の
対
応
に
関
し
て
も
資
料
を
作
成
し
、
公

表
を
行
っ
て
お
り
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
迅
速
な
救
済
を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
六
年
の
予
防
接
種
法

改
正
の
際
に
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
に
お
け
る
給
付
の
額
を
引
き
上
げ
、
保
健
福
祉
事
業
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
周
知
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
は
疾
病
・
障
害
認
定
審
査
会
感
染

症
・
予
防
接
種
審
査
分
科
会
予
防
接
種
健
康
被
害
認
定
部
会
（
以
下
「
部
会
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
れ
ま
で
健
康
被

害
救
済
の
申
請
に
つ
い
て
、
疾
病
・
障
害
認
定
審
査
会
感
染
症
・
予
防
接
種
審
査
分
科
会
と
部
会
で
審
査
を
二
回
実
施
し
て

い
た
も
の
を
一
回
と
す
る
等
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
迅
速
な
救
済
に
努
め
て
い
る
。

五


